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 （ 弘道会なにわ生野病院婦人科　総合診療科 ）

森 村 美 奈

巻 頭 言

薫 風 に そ び え る“ 緑 ”

で、真夏のジャンジャン横丁を歩いていると、
自転車のおっちゃんが、「場違いな姉ちゃん
やな！」って顔しながら、振り返った気がし
た。事務所では職員の方が快く迎え入れて、
通天閣のオリジナル写真の版下を貸してくだ
さった。そして、「ちょっと見ていきません
か？」と、職員通路から展望台に登らせてく
れたのだった。それが、はじめて通天閣に登っ
た日の思い出である。「大阪の人は、登らな
いよ」と、良く言われるが、私は東北生まれ
の大阪人なので、その後も何度か登っている。
その後改装されて“明日のお天気”もわかるラ
イトアップになったが、天気予報を見た後で
も、念のために“てっぺんの色”を確認してし
まうのは、私だけであろうか。
　ある日後輩の医者から、「カポエイラ（ブ
ラジルの格闘技）をやるから、見にきません
か？」と誘われた。場所は、通天閣本通商店
会のお店を東側の奥にあるオープンスペー
ス。その日行われたのは、カポエイラの昇段
を決めるイベントであった。幼児から私と同
世代の男女までが数十人。真っ白な衣装に身
をつつみ、歌と楽器に合わせて踊るように、
アクロバティックな技を競う。その様子に、

　皐月の風を感じながら毎年想うのは、故郷
の欅並木の眩しいほどの緑である。しかし、
残念ながら今年は、新緑のうちに帰仙するこ
とは叶いそうもない。そんな今、1 日の仕事
の帰り道に見上げる“緑”は、ライトアップさ
れた通天閣の“緑”である。大阪府新型コロナ
警戒信号と名付けられたシグナルには、医療
者としては複雑な思いもあるが、それでも緑
色の通天閣を見ると、少しホッとする。そし
て、COVID-19 の広がりの中、不安や苦しみ
に耐える人々、戦う全ての人々を思い、「ずっ
と、緑色が続きますように」と願わずにはい
られない。
　平成元年に医者になった私は、医師 4 年目
の春に、東北の地から大阪に嫁いで、早 28
年が経つ。数年は嫁ぎ先の診療所を手伝って
いたが、その後はずっと、通天閣界隈の病院
に勤務している。はじめて大阪に来た頃と比
べ、街並みはだいぶ変わったが、通天閣のま
わりには、変わらない“なにわの人情”を感じ
る。
　まだ、そのあたりの再開発が始まって間も
ないころ、大学の医局で開催する学会のプロ
グラムの表紙を、通天閣の綺麗な写真で飾り
たいと考え、事務所にお願いに伺ったことが
ある。お昼間ではあったが、白いワンピース
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まるで異国のお祭りに迷い込んだような錯覚
を覚えた。見上げると、大人相手に上手にカ
ポエイラをするチビさん達を通天閣が見守っ
ていた。また、そんな賑やかなイベントが、
この街で行われる日が待ち遠しい。
　今まで経験したことのない、感染の広がり
方を見せる COVID-19 であるが、我々医療者
は、地域の人々、仲間や家族、そして自らの
身も守らねばならない。人間と感染症との関
係は無くなることはないが、1 日も早く全世
界で感染制御が可能となり、穏やかに過ごせ
る日が来るように、微力ながらも医療活動を
続けていきたい。そして時が来たら、また通
天閣に登り、ビリケンさんの足を撫でたい。

退任のご挨拶

前会長　澤井 貞子

　令和 2 年度定時総会をもちまして、平成 28
年以来 2 期 4 年務めました浪速区医師会長を
退任いたしました。
　4 年前の就任挨拶では、お二人の前会長が
監事のもと、3 人の優秀な副会長の先生方に
支えられ幸運な船出です、と申しましたが、
それは今日まで 4 年間、同じ思いのまま、安
心して会務を遂行して参りました。
　さらに医師会会務というのは、役員をはじ
め多くの会員のご協力なくてはできません。
検診事業や救急出務をはじめ、いろいろご無
理申し上げましたが、皆さま快くお引き受け
いただきまして無事医師会の責務を果たすこ
とができたことに、感謝申し上げます。 
　私は浪速区に住んでいないため、任期の間
に南海トラフなど大災害が起こり、初動で皆
さまにご迷惑をかけないかと危惧しておりま
した。しかし本年に入り、思いもよらなかっ
た新型コロナウイルス禍が起こりました。厚
労省や日医・府医から日々大量の情報が届き、
刻々と更新され、その整理伝達にも苦慮いた
しました。会員先生方が、日夜の診療に困惑
されながらも奮戦されているご様子を知りつ
つも、区医師会が単独で出来ることは限られ
ており、歯がゆい思いもありました。しかし
なんとか浪速区内、大規模クラスター発生や
会員先生方の罹患なども起こらず第一波を乗
り越え、小休止の間に有田次期会長に引き継
げることになり、安堵しています。
　今後は、浪速区医師会理事として、また大
阪府医師会理事として、立場は少し変わりま
すが、会員先生方のため引き続き尽力に努め
たいと存じます。
　こういう非常事態が起こったことで、国民
が、日本の皆保険制度の貴重さをあらためて
理解していただく機会になったのではない

ブラジルで生まれたカポエイラ
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か、と思います。そして非常事態の時こそ、
先生方が医師会で一つにまとまり共に立ち向
かっていけることが肝要かと思っておりま
す。
　どうぞ今後とも浪速区医師会へのご理解、
ご協力をよろしくお願いいたします。 

平成 30 年 1 月 新年互礼会

会長就任のご挨拶

浪速区医師会 会長　有田 繁広

　この度、浪速区医師会会長に就任いたしま
した。
　私は、桜川で父、有田満が昭和 26 年に設
立した有田医院を平成 5 年より大学勤務を辞
し、父と二人で診療し平成 14 年に継承しま
した。所謂 2 代目です。医師会とは、幼少時
より家族旅行でご一緒して可愛がって頂いた

諸先輩方のおかげで、医師会入会してからも
大変お世話になっております。徳田修会長時
に理事就任、竹中会長時は、庶務担当、佐久
間会長、澤井会長時には、副会長を拝命され
ました。澤井前会長には、この度の会長就任
にあたり多大なご配慮を頂き感謝しておりま
す。紙面を借りて御礼申し上げます。また、
大阪府医師会理事として今後のご活躍を祈っ
ております。
　本年は、新型コロナ感染症により 3 月より
社会生活に厳しい制限がもたらされ全国民に
大変な我慢を余儀なくされています。医師会
においては、3 密「密閉・密集・密接」を防
ぐため様々な会議、集会が中止になりました。
その中で情報伝達手段が疎になり不安な毎日
を過ごされたと思います。テレビの情報番組
は、ほぼ毎日コロナの話題を放送しています
が情報が錯綜してどれが正しいか分からなく
なっています。実際、現在も正確な情報は確
定していない現状です。医療は制限がなく不
安を持ちながら診療に当たっていることと推
察します。マスクを始め感染防護グッズの不
足により開業医は丸裸で戦っています。
　医療人のプライドのみが支えです。外来患
者の減少により経営も厳しくなっている会員
も少なくないと思います。こんな時期である
からこそ積極的に事業を運営、推進していか
なければなりません。
　事業計画にも列記されていますが、私なり
に考えていることを述べたいと思います。
①医師会員のより強い絆を築くために、可能
　な限りの情報伝達を行う。
　メーリングリストでの発信をより充実させ
　る。勿論、FAX での伝達も行います。



理事会報告
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◎令和 2 年度 5 月定例理事会　　　
　日　時　令和 2 年 5 月 22 日〈金〉  
　　　　　午後 8 時〜 9 時
　場　所　浪速区医師会　会議室  

協議事項
１．Zoom の導入について　　 ＜澤井会長＞
　　今後のことも踏まえ、Zoom の導入を検

討したい。

協議の結果、導入することに決定。

２．6 月度 PCR 検体採取外来について
　　　　　　　　　　　　　　 ＜澤井会長＞
　　府医より 6 月度の PCR 検体採取外来へ

の出務依頼があった。
　　日程は、6 月 6 日〈土〉  と 6 月 24 日〈水〉  

の２回。

協議の結果、次のとおりに決定。
　6 月 6 日〈土〉午後 4 時～　
　　木田理事
　6 月 24 日〈水〉午後 2 時～
　　澤井会長

　
３．その他
　　なし。

報告事項
１．郡市区等医師会長協議会について
　　（5 月 22 日〈金〉）　　　　　＜澤井会長＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

会長挨拶△

退任される銀市区等医師会長紹介△

郡市区等医師会新会長紹介△

連絡事項

　会員相互の情報交換を行う手段としてSNS、
　LINE 等の利用を行う。
②医師会講演会を学術のみならず会員の健康、
　医業経営に関しても開催していく。
　メーカーの協賛依存を見直す。
③地域包括ケアシステムの更なる充実。
　行政、3 師会、介護事業連絡会、訪問看護
　ステーションの協力のもとに A ケアカード
　を通した医療・介護連携をより強く行う。
　区民への広報、周知の為、医師会主催の健
　康展の開催を行う。
　行政との協力体制の強化。
　高齢者等在宅医療・介護連携相談支援事業
　の充実。
　近隣医師会との協力体制を構築する。
④情報の共有伝達のために理事会は、月に 2 回
　開催を原則とし、1 回は、TV 会議を利用
　する。
⑤医師会内での専門分科会の構築。
　産業医部会に加え、小児科医部会、精神科
　医部会など。
⑥その他、会員相互の交流機会の推進。

以上の事項を、歴代会長の信条、理念を損な
うことなく、和を持って尊しの指針のもと医
師会運営を行っていく所存です。困難な事案
もあるとは思いますが、役員の協力の基、努
力する所存です。会員の皆様もご理解ご協力
とともにご指導、ご鞭撻よろしくお願いいた
します。　



7 月度学術講演会の
　　　　　　お知らせ
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　7 月の浪速区医師会講演会はコロナウイル
ス感染症の影響を鑑み中止となりました。

（1）新型コロナウイルス感染症対策の件
（2）6 月度行事・会合日程の件　 　 △

協議
　　

△

閉会
　　　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

２．郡市区等医師会長協議会について
　　（4 月 30 日〈木〉）　　　　　＜澤井会長＞　　△

開会△

会長挨拶△

連絡事項
（1）新型コロナウイルス感染症対策の件
（2）5 月度行事・会合日程の件△

閉会
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

３．大阪市医師会連合会委員会について
　　（5 月 18 日〈月〉）　　　　　＜澤井会長＞

次第は次のとおり。△

連絡事項
（1）新型コロナウイルス感染症を踏まえた

難病医療費助成および小児慢性特定疾
病医療費助成の受給者証有効期間の延
長の件

（2）大阪市立学校産業医設置要綱改正およ
び報酬改定の件

（3）新型コロナウイルス感染症対策の件
（4）その他
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

４．7 月度学術講演会の開催中止について
　　　　　　　　　 　　　　　＜澤井会長＞

新型コロナウイルス感染症の影響により
7 月度学術講演会は中止となった。　

５．その他
　　なし。

次回理事会　
　　令和 2 年 6 月 26 日〈金〉　午後 8 時〜

　5 月の相談件数は 7 件でした。在宅医に関
すること、新型コロナウィルスに関すること、
介護に関する相談でした。新型コロナウィル
ス疑いの患者様も減りました。4 月下旬より
PCR 検体採取外来が開始されてからは PCR
検査の待ちが短くなったようです。現在、大
阪は、感染者数を抑えていますが、規制が解
除され、第 2 波が懸念されます。ワクチン、
特効薬が未だに無い現状です。今後もできう
る範囲の 3 密を維持しクラスターに備えま
しょう。
　在宅医療、介護において何か困ったことや
問い合わせ等ありましたらご連絡ください。
よろしくお願いします。

● 浪速区在宅医療・介護連携相談
　支援室 からのお知らせ
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相談受理実績
■ 個別ケースに関する相談（R02. 5 月度）

① 医科 0 件

② 歯科 0 件

③ 薬局・薬剤師 0 件

④ 病院　地域連携相談室 0 件

⑤ 訪問看護 0 件

⑥ 介護支援専門員 6 件

⑦ 地域包括支援センター 1 件

⑧ ⑥⑦以外の介護関係事業所 0 件

⑨ 認知症初期集中支援チーム 0 件

⑩ 他区在宅医療・介護連携支援室 0 件

⑪ 区役所・保健福祉センター 0 件

⑫ 区民 0 件

⑬ その他（ 　　　 ） 0 件

合　　計 7 件

■ 相談内訳（重複有）

 

①
　
医
　
療　

① 診療所・医師に関して 5 件

② 訪問診療できる医療機関に関して 4 件

③ 病院（入院・転院先等）に関して 0 件

④ 歯科に関して 0 件

⑤ 薬局・薬剤師に関して 0 件

⑥ 訪問看護に関して 0 件

⑦ 医療の手続きに関して 0 件

⑧ その他 0 件

②
　
介
　
護

① ケアマネに関して 0 件

② 地域包括支援センターに関して 0 件

③ 介護事業所等に関して 0 件

④ 介護の手続きに関して 1 件

⑤ その他　 0 件

③ 退院支援に関して 0 件

④ 看取りに関して 0 件

⑤ その他（内容：　　　　） 1 件

合　　計 11 件

＜お問合せ＞　浪速区在宅医療・介護連携相談支援室

〒 556-0022 大阪市浪速区桜川 4-11-16 アリタビル 50B

 TEL:070-1760-4964　　FAX:06-6567-8058

　令和 2 年 7 月の各業務の出務予定は次のと
おりです。ご協力のほどよろしくお願いいた
します。

　●保健福祉センター�
　　7 月 30 日〈木〉午後 1 時 40 分〜 3 時 30 分
　　　　小児科　川田　信哉・木村　暢佑

　●保健福祉センター�
　　7 月 2 日〈木〉午後 1 時 40 分〜 3 時 30 分
　　　　小児科　有田　繁広・川田　信哉

　●保健福祉センター�
　　7 月 16 日〈木〉　午後 2 時〜 3 時 30 分
　　　　　本田　秀明・池田　良彦

　●中央急病診療所
　　7 月 10 日〈金〉深夜 22：00 〜 30：00
　　　　　山口　貴也
　　7 月 26 日〈日〉深夜 22：00 〜 30：00
　　　　　小池　洋志
　●今里休日急病診療所
　　7 月 12 日〈日〉10：00 〜 17：00
　　　　　岡藤　龍正・川田　信哉

浪速区医師会
活動の伝言板

３ヶ月児健康診査３ヶ月児健康診査



あとがき

山田 郁子

　今年は 6 月 10 日に梅雨入りし、すでに梅
雨入りしたばかりとは思えないスコールのよ
うな雨がふりました。COVID-19 に関しては
大阪では 5 月 21 日に緊急事態宣言が解除と
なりましたが、解除前、吉村知事より「大阪
モデル」の発表がありました。「大阪モデル」
は、新型コロナウイルス感染症に関する大阪
府独自の基準に基づく自粛要請・解除及び対
策の基本的な考え方で、自粛解除の基準とし
て「新規陽性者におけるリンク不明者数が 10
人未満」「確定診断検査における陽性率が 7％
未満」「患者受入重症病床使用率が 60％未満」
の 3 つが設けられ、赤色（警戒レベル）、黄色（注
意喚起レベル）、緑色（基準内）の 3 色を大
阪府のホームページで周知するほか、通天閣、
太陽の塔などで信号色のライトアップが行わ
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れました。
　巻頭言で森村先生がご実家の仙台の欅並木
の緑と通天閣の‘緑‘について思い出を交え
ながら書いて下さいました。杜の都仙台では
学会が開催されることも多く、訪れたことの
ある先生方も多いと存じますが、本当に緑の
美しい都市です。通天閣の緑のライトアップ
とはかなり違いますが、通天閣の緑のライト
アップ（基準内！）が続き、緊急事態宣言が
解除された時はこれで終わりではないけれ
ど、やはり心のどこかでほっとしました。
　森村先生が白いワンピースで歩かれ、真夏
のジャンジャン横丁で振り向かれたご経験
は、初めて訪れた府外出身の女性のほとんど
が経験されるのではないかと思います。場所
の独特の雰囲気があり、意識せずとも挙動不
審な歩きになってしまうのではないでしょう
か。ジャンジャン横丁ではありませんが、訪
問診療で初めてあいりん地区に伺ったとき、
おどおどした歩きになりました。道路のあち
こちでおっちゃんが寝ていたり、数人で昼間
からお酒を飲み、楽しそうにしゃべっていた



  【区医だより】
　発行者　有田繁広
　編集者　中村泰久　山本大介　　　　 
　印刷所　株式会社　サ　ビ 

かと思うと喧嘩が始まったり、路上で物が売
られ（噂できいていた片方だけの靴も売られ
ていました。）、なぜか肉付きのよい鳩が多く、
そんな鳩には糞をかけられたり、いろいろ体
験させていただきましたが、今では道を歩く
コツを覚え、不機嫌そうに堂々と歩くと振り
向かれることもなくなりました。（年齢もあ
るかも、、、）
　少し個人的な話をさせてください。森村美
奈先生とは直接お会いしたことはないのです
が、勝手に不思議な縁を感じております。ご
主人とは以前の職場で一緒に仕事させていた
だいて以来、公私ともにたいへんお世話にな
り、今でも年賀状を毎年いただいております。
森村先生の弟先生は現在仙台で産婦人科の開
業をされていますが、実は大学の先輩で、主
人の陸上部の先輩でした。成績優秀で人柄も
素晴らしい方です。大変可愛がっていただき、
主人はいまでも感謝しています。森村先生の
ご尊父は大変ご高名な産婦人科の先生であら
れると、親戚に医者の多い仙台青葉区出身の

姑から何度もお聞きしていました。同じ浪速
区で働かせていただくことになり、本当に嬉
しいです。直接お会いできる機会を楽しみに
しています。
　2020 年 5 月で澤井先生が浪速区医師会長を
退任されました。日本の医師数に占める女性
医師の割合は 2018 年の統計で 21.1%、世界で
もっとも低い割合、しかも女性の医師会長と
いうのは極めて少ないと聞いています。浪速
区では初めての女性医師会長、すばらしい会
長でした。澤井会長の時代に理事をさせてい
ただき、ご迷惑をおかけしてばかりでしたが、
ほんとうにお世話になり、言葉にならないほ
ど感謝しております。
　家族以外の方と一緒に食事する機会もなく
なりました。第二波への準備を粛々とすすめ
つつ、ビリケンさんの足を撫でることのでき
る日が早くくることを願いながら、あとがき
を終わらせていただきます。
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